
すべての人々が安全であるために 事故対策：事故報告の管理 
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健康・安全 
「健康と安全」は仕事を行うための基礎であり、社会を発展させる原動力です。 
「健康と安全」を最優先に、企業活動を行います。 
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　当社グループ社員がかかわる事故はすべて本社に報

告されています。事故報告は、受付と同時に一定の判断

基準（人身事故、火災爆発/薬液漏洩、お客様に重大な損

害を与えた場合など）に基づいて事故の重大性が判断さ

れます。緊急性の高い事故は、経営トップへの伝達と同時

に当社グループ各社へ事故速報が報告されます。 

　また、｢EHS掲示板｣をイントラネット上で運用していま

す。これにより、事故が発生した場合、その詳細状況をい

ち早く全社に速報配信が可能となり、類似事故再発防止

に努めることが可能となりました。このような｢事故速報｣

以外にも、｢警告｣、｢EHS通達事項｣などを掲示し、安全対

策の向上を目指しております。もちろん、国内同様、海外

現地法人へも情報は配信されています。 

　下のグラフは、当社グループ全体の20万労働時間あた

りの人身事故災害の件数です。同定義のアメリカの半導

体産業界の平均値と比較しても少ないことがわかります。 

 

　東京エレクトロングループは、「健康と安全」を重要な

事項であると考え、経営理念・方針において「健康と安全」

に関して定めています。当社グループでは社員・お客様

をはじめ、企業活動にかかわるすべての人々が安全かつ

健康であることが、企業としての社会的責任を果たすこ

とであり、良いビジネスへと結びつくと、考えています。 

　具体的には、人命および各種設備や機器の安全性を損

なってまで、利益や納期を優先するようなことがあっては

ならない、ということです。また、当社グループでは「安

全第一」について説明したポスターを作成し、社内各所

の容易に目に付く箇所に掲示することで、社員の安全意

識を高める啓蒙活動に努めています。 

　さらに、当社グループのこの考えを、お客様を含めた

幅広いステークホルダーの方たちに伝え、ご理解いただ

くために「安全第一のご案内」を作成しました。 

交通事故の傾向を学び、安全運転を  

「安全第一のご案内」 「安全第一」について説明したポスター 

藤井事業所のヒヤリハットマップ 

　東京エレクトロンAT山梨地区では、当社グループ社員がかかわ

った交通事故の場所を記した藤井、穂坂事業所がある韮崎市内

の地図を作成し、交通安全の啓発に役立てています。 

　事故が集中している箇所が一目でわかるこの地図は、当社グ

ループ社員が日常的に利用する道路で、どのような事故が発生

しているかを知ることができます。 

　また、東京エレクトロンAT宮城事業所では、山梨地区同様に

社内向けの地図を作成した後、新たに地元警察署（塩釜署）か

ら交通事故データの提供を受け、事故多発地帯をわかりやすく

まとめた｢ヒヤリハットマップ｣を作成し、同署へ寄贈させていただ

きました。このほかにも各地区では、安全衛生委員による通勤時

のシートベルト・一時停止のチェックや、雪道でのスリップ体験運

転、警察署の協力による

交通安全講習会など、

交通安全も従業員の安

全に関する重要な事項

としてとらえ、活動を推進

しています。 
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　当社グループの各地区には健康管理室があります。こ

こでは、健康相談・健康診断実施後の保健指導、病気やケ

ガの応急処置を受けることができます。また定期的な産

業医によるカウンセリングと、産業カウンセラー／日本産

業カウンセリングセンター理事長の臨床心理士・野原蓉

子先生をはじめとする専門家のカウンセリングを実施し

ています。 

　これにより、メンタル面の悩みに対しては専門家に相談

をすることができます。健康管理室は、心身の健康につい

て安心して相談できる場所として、社員が気軽に立ち寄

れるようになっています。 

事故対策：人間本来の特性を踏まえて 

お客様とともに安全教育を実施 

金属製防護柵 
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韓国での健康・安全に関する活動 台湾での健康・安全に関する活動 

●日本語訳 
「今日も無事故で！　あなたは毎日、 
みずからを安全診断していますか？」 

 

　当社グループでは、事故の要因について「ヒューマン

ファクター（人的要因）」に着目し、人間本来の特性を踏

まえて事故対策を推進しています。 

　また、当社グループの事業所（工場）にて、｢現場EHS

研修｣を実施しています。この研修は、実際に発生した事

故事例を基に、事故要因を探る手段としてM-SHEL法*

などを用いて、ヒューマンエラーが発生するメカニズムや、

本来の人間の特性について学び、類似事故の再発防止に

役立てるために行っています。 

　万が一、事故に遭遇した時の被害を最小限とするために、

クリーンルーム内での保護具（安全帽、安全メガネ、安全靴）

着用を徹底しています。さらに、落下・墜落事故、および

落下物防止用の金属製防

護柵などを当社グループ

オリジナルで開発してい

ます。 

＊M-SHEL法：事故当事者本
人と、事故状況下において当
人を取り巻くSoftware, Hard-
ware, Environment, Live-
wareとその全体を統括する
Managementそれぞれの観
点から原因を探り、対策可能
な手段を求める事故分析手法。 

■東京エレクトロン山梨地区の2週間ルール 

部下の様子がいつもと違う？ 

本人に何かあったのか聞いてみる 

上長は2週間、様子を見る 健康管理室の保健師に 
相談するように勧める 

基本的に本人に 
断って、上長が 
保健師に相談 

アクションは 
起こさないが 
引き続き見守る 

まず保健師に相談 

カウンセラー 

産業医 
※本人を説得し、相談を受けさせる 
　または健康管理室から本人に連絡する 

問題がないと 
思われる場合 

本人に自覚 
あり納得して
相談を受ける 

本人に自覚 
なし相談を 
受ける気配なし 

2週間経過し 
て問題ないと 
判断した場合 

2週間経過 
しても変化 
がない場合 

問題があると 
思われる場合 

カウンセリングの充実 

　東京エレクトロン台湾では、当社製品の特殊性および大型化に伴う

リスクについて、お客様に積極的に安全教育を実施しています。このな

かでは、当社の安全に対する考え方や、事故事例等をまじえた当社製

品の使用上の安全面での注意

事項の説明などを行っています。

これらの教育を進め、積極的に

情報開示することにより、お客様

の安全確保および社会的責任

を推進しています。 

　東京エレクトロン韓国では、

印象的で趣旨を明確に伝え

るポスターを作成し、無事故

を呼びかけています。 

 


